平成２９年10月開催福部地域振興会議議事概要
開催日時　10月18日（水）13：30～15：00
於：福部町総合支所2階大会議室
出席委員　会 長 南部 敏、副会長 上山弘子
委 員　坪内悟、小谷 孝文、岸本正枝、濱田 香、西尾 祥幸、平田 正雄、北村重政
欠　席　　委 員　山本 輝彦、若狭さつき、早島岳大　　（敬称略　順不同）
【開会】
1会長あいさつ
２議　題

（１）レインボーふくべの稼働停止について　（説明・回答 生活環境課）・・・・・・・・・・資料1
＜主な質問・意見等＞
委員Ａ：これまでボランティアによる除草作業で刈った草をレインボーふくべ（以下「レインボー」）に持ち込んでいたが、レインボー停止後はどうなるのか→支所などに集積場所を設けて、そこに搬入してもらうことなどを検討中です。
委員Ｂ：現在、有害鳥獣のヌートリアやカラスなどの捕獲奨励金を受取る場合に、レインボーで処理台帳の確認印を押してもらっているが、これについてはどうなるのか？→検討中です。

委員Ａ：休日に民間業者に持ち込むことは出来るのか？→可能ですが有料になります。
会長：この議題については、１０月２５日に開かれる区長会の場でも説明してもらいたい。→その予定です。
（２）「鳥取砂丘『ポケモンＧＯ』イベント」の開催について（説明・回答 鳥取県　広報課）・資料2
＜主な質問・意見等＞
委員Ｃ：（観光農園経営者）：イベント関係者から聞いた話では、このイベントが宮城で開催されたときは１万人の参加者があり、交通渋滞以外にも食料の確保やトイレの不足など現地はパニックになったという。その辺の対応は大丈夫か？→各方面と対応について調整中です。
委員Ｂ：このイベントには日程のようなものがあるわけでなく、参加者はただひたすらモンスターを求めて昼夜を問わず徘徊するというものだ。そのため、何か起きた場合の対応も２４時間体制で必要となるし、何より子どもの健全育成の点からも好ましくない。夜のポケモン出現を止めることは検討しないのか？→主催所側に聞いてみましたが、技術的に難しいとのことでした。
委員Ｄ：砂丘周辺の道路などを参加者がそぞろ歩きして危険はないのか？→ モンスターの出現するエリアを限定するなどの配慮はしております。
委員Ｃ：実は、このイベントの開催が実際より一週間早い１１月１７日から始まるという誤った情報が拡散し、地元の民宿業者などは振り回された。→一部のマスコミ等でそのような報道がなされ、各方面に多大なご迷惑をかけてしまったことを申し訳なく思っております。
（３）「新たなＩＣを活用した福部町のまちづくり計画」について（説明・回答 鳥取大学　山下教授）
資料3

委員Ｃ：今、説明のあった商業店舗、福祉施設、道の駅の整備などは、それ自体が大きなお金を要するものなので、これらをＩＣの活用策として検討していくのであればあまりに道のりが長い。
委員Ｅ：いますぐ出来そうにないものばかり列挙されていて現実味がない。
委員Ｆ：提案されている内容は、今あるＩＣにもあてはまるものばかりで、新しいＩＣを設置することの（地理的な）効果というのが分かり難い。
会長：福部町は鳥取市の東の玄関であり、ここの車の流れが良くなれば福部、鳥取東部の発展につながるという点に着目してはどうか？
山下教授：交通量が多く、慢性的に渋滞しているというのであれば別だが、車の流れが良くなるだけでは地域の発展には繋がらない。重要なのは外から人をどれだけ地域に呼び込めるかということで、そのための資源となるものが現在のふくべにはない。
会長：例として、ＩＣ予定地付近に福祉施設でも建設されれば、人も集まるだろうし、それを起点にまちづくりが展開していけるということか。
山下教授：今日、出された意見なども参考にしながら計画作成を進めていくので、今後も協力をお願いしたい。
（４）その他　

　　①次回開催日について
１１月２０日（水）で今回と同じ場所、同じ時間とする。
【開会】
会長：それでは、本日の会議は終了します。ごくろう様でした。
